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世界とともに赤十字の灯をともす日に  
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世界赤十字デー(5/8)に日本各地を照らす 
ライトアップ運動にご協力いただけませんか 

 平成28年5月8日（日）の日没後(注1)に日本全国の公共、民間施設（対象施設

に限定なし）を赤十字(注2)/レッドライトアップ(注3)して、世界赤十字デーを祝うと

ともに、デュナンが強く訴えた「人道」の大切さをライトアップを見かけた多くの人

びとと一緒に考えたいと思います。 

 この取り組みには皆さまの赤十字へのご理解とご支援が必要です。全国一斉

にライトアップがなされるように、ぜひ皆さまのお力をお貸しください。 

 ご協力いただく上で日本赤十字社への登録などは必要ありませんが、日本赤

十字社担当者(注4)にご連絡いただければ、山口県支部ウェブサイトやSNSにお

いてご協力いただいた皆さまの写真などを掲載させていただく予定です（本社、支

部、施設によりその内容が異なる可能性があります）。 

  

(注1)日本赤十字社では毎年５月を赤十字運動月間と定めています。5月8日を含

む一定期間をライトアップいただけると幸いです 

(注2)オフィスビルの内窓に赤色セロファン、赤色模造紙等を貼るなどして、内側を

明るくすると、外側から赤十字風に見える仕組み 

(注3)施設の外観全体を赤で照明する仕組み 

(注4)日本赤十字社山口県支部総務課  担当 原田・平山 電話 083-922-0102 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ FAX連絡 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  

 「苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、人間のいのちと健康、尊厳を守

る」を理念に掲げる日本赤十字社は、19世紀に「敵味方の区別なく救う」という戦時

救護を主導したアンリー・デュナンが設立した国際赤十字の一員です。 

 デュナンは国際赤十字の創設者としてノーベル平和賞の第一回受賞者となりま

した。そのデュナンの功績を讃え、彼の誕生日（5月8日）を世界赤十字デー（World 

Red Cross Day)と定めています。 
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 お名前/法人名                    担当者名              連絡先(電話）            .                                      

  

 ライトアップ施設の種類               施設の所在地                               .                          

 

 実施期間    月   日 （～   月   日） .              

 

 当支部ウェブサイトやSNS掲載の可否     可      否   (詳細は担当者から連絡をさせて頂きます）          


